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【議題５】 

義務放流の履行について（協議） 

 

 





令和７年１月23日 

水 産 振 興 課 

 

広瀬川漁協の増殖義務の履行に係る疑義案件について 

 

〇 概要  

・広瀬川漁協が免許を受けている，鹿内共第１号第５種共同漁業権には，オイカワが含

まれており，広瀬川漁協にはオイカワの増殖義務がある（毎年の増殖目標：５kg）。 

・広瀬川漁協の認識は，オイカワとハヤは同種であり，ハヤ（オイカワ，カワムツなど

小型のコイ科魚類）の放流も義務放流になると認識。H29年から令和５年までの７年間，

オイカワを含むハヤの自河川放流を行っていた。 

・放流に関しては，採捕地点から放流地点の距離は，オイカワが自力で移動できる範囲

内で，採捕場所周辺でオイカワの密度が薄いエリアへの放流を行っていた。 

 

○ 内水面漁場管理委員会での意見及び今後の対応案について  

論点１．義務放流を行っていたと言えるか。 

論点２．義務放流を行っていたとして，この行為が増殖行為と言えるか。 

【内水面漁場管理委員会での意見（R6.11.20）】 

・本人達は増殖行為だという認識で取り組んでいたのだろうが，オイカワ以外の魚

種を含んで放流していたことや，自河川放流に関する考え方など，認識の違いがあ

ったと思われる。 

・一般の目線から見たとき理解が得られるかは疑問である 

・義務放流の行為は行なっていたが，増殖には至らないと考える。 

  ・同一河川で採捕・放流する方法では，水系の資源量は増えていない。 

 

 

論点３．増殖行為と言えない場合，どのような対応を行う必要があるか。 

【対応案】 

  案①：増殖命令の発出 

  案②：放流は行われていたため，指導に留める 

 

論点４．仮に追加の増殖を行う場合，どのような方法が適切か。 

 【県が増殖計画を策定するための検討事項】 

オイカワの生態（成熟や寿命等）を踏まえ効果的な増殖方法を検討する必要 

・放流回数・期間（単年か複数年か。どの程度の期間があれば増殖効果が得られるか） 

  ・放流数量等（環境に負荷を与えない放流数量や放流場所） 

（参考）成熟まで2～3年，寿命は3～5年との知見あり。 
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令和６年11月20日 

水 産 振 興 課 

 

広瀬川漁協の増殖義務に係る現地調査結果等について 

 

日 時：令和６年11月13日（水） 13:00～15:15 

場 所：広瀬川漁協，米ノ津川 

相手方：広瀬川漁協 内木場代表理事組合長，中川理事，松田事務員 

対 応：水産振興課 村田漁業調整係長，山神水産技師 

（立会い）北薩地域振興局 徳永参事，中野技術主幹 

 

〇 放流種苗の採捕について  

・採捕場所は米ノ津川の春日橋付近で，ある程度の流れがある場所で行う。 

・プラスチック製のセルビンを用いて，餌（米ぬか，味噌等）に誘引された魚を採捕。 

【現地調査時の採捕結果】 

No 設置時間 オイカワの採捕量 備考 

漁 具 ① 2 0 分 2 5 0 g カワムツを混獲 

漁 具 ② 4 0 分 5 0 0 g 混 獲 な し 

・増殖目標分（５kg）のオイカワは１日で採捕可能。（５cm～10cm） 

・採捕したオイカワの計量は行わず，経験則から数量を算出していた。 

 

〇 放流について  

・放流場所は米ノ津川の春日橋付近で，複数設置したセルビンのうち，オイカワの採捕量

が少なかった場所を中心に，同日中に放流していた。 

※ 採捕地点から放流地点までは，オイカワが自力で移動できる範囲内 

 

〇 自河川での採捕・採捕場所周辺への放流に至った経緯  

・漁業権種はハヤ（オイカワ，カワムツなど小型のコイ科魚類）であり，オイカワだけで

なく，ハヤの放流も義務放流になると認識していた。 

・H26年からH28年は野田川で採捕し，米ノ津川に放流していたが，野田川で採捕される

のはカワムツが主体であることが判明した。 

・その後，オイカワ種苗の購入先を探したが見つからず，H29年以降は自河川採捕・放流

となっている。 

・また，放流場所も採捕場所周辺で密度の薄いエリアへの放流を行っていた。 

 

〇 その他  

・今回の疑義に際し，放流方法を改善すべきという意見があったことから，令和６年９月

の理事会で代替方法を検討した。 

・野田川や川内川上流でのオイカワ採捕を検討したが，「生息密度が低い」との意見があ

り，令和６年は甲突川で採捕を行い放流済み（計量も実施）。 
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〇 放流種苗の採捕について（聞き取り）

・採捕場所は米ノ津川の春日橋付近で，ある程度の流れがある場所で行う。

・プラスチック製のセルビンを用いて，餌（米ぬか，味噌等）に誘引された魚
を採捕。
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採捕結果 オイカワ（5～10cm） カワムツ

（約２割）
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〇 自河川での採捕・採捕場所周辺への放流に至った経緯

・漁業権種はハヤ（オイカワ，カワムツなど小型のコイ科魚類）であり，

オイカワだけでなく，ハヤの放流も義務放流になると認識していた。

・H26年からH28年は野田川で採捕し，米ノ津川に放流していたが，

野田川で採捕されるのはカワムツが主体であることが判明した。

・その後，オイカワ種苗の購入先を探したが見つからず，H29年以降は

自河川採捕・放流となっている。

・また，放流場所も採捕場所周辺で密度の薄いエリアへの放流を行っていた。

241120資料 -4-



履行方法①

野田川で採捕し，米ノ津川に放流

（該当年度 H26年～H28年）

241120資料 -5-



野田川

・ハヤ（オイカワ，カワムツなど）が漁業権種と認識しており，ハヤの放流も義務放流になる
と認識。
※野田川はオイカワよりカワムツが多い。
・その後，漁業権種がオイカワであると気づき，この放流方法は中止。

オイカワ
カワムツ
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履行方法②

米ノ津川で採捕し，米ノ津川に放流

（該当年度 H29年～R５年）
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放流場所
【放流場所の選定】
・採捕場所周辺でオイカワの密度の薄いエリアに放流
※オイカワは移動範囲が狭いと認識

採捕範囲

放流範囲
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放流実績
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